
　　　　

R6 年 10 月 1 日

平日
長期休暇

10
9

時
30
00

分から
19
18

時
30
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
子供の権利や意見を尊重しながら自立を支援。
地域資源、地域性、地域課題を踏まえ柔軟な体制づくりをおこない地域に必要とされる事業を目指す。
スローガンは【こどもの可能性は無限大　ワクワク全開全力支援】

事業所名 未来Support Nextdoor 作成日未来support Nextdoor 支援プログラム

SSTプログラム　（週に1回程度）自己認知スキルトレーニングの実施　ワークシートなども活用（自分自身のことを理解すると同時に他者からの視点も取り入れる）
　　　　　　　ロールプレイ　実際に近い形を作ることにより般化を目指す。情報を適切に処理し自分の感覚や過敏さ認知への偏りを理解し対応できるよう支援をおこなう。
クリエイティブプログラム　（週に1回程度）物の機能や属性を捉え空間、時間の概念を形成できるよう支援する。考える力ややり遂げる力を習得する。
　　　　　　　　危険認知トレーニング　ビジョントレーニング　活動リーダー担当制

コミュニケーショントレーニング　（週に1回程度）
・会話のトレーニング　・ディベート　・グループワーク　・ワークシート
言語・ワークシート・語彙力トレーニング　・言葉あそび　・人狼ゲーム　・ワードウルフ　・カタカナーシー　・他己紹介

SSTプログラム　（週に1回程度）自己認知スキルトレーニング・他者理解スキルトレーニング・対人スキルのトレーニングの実施　・アンガーマネージメント（感情のコントロール方法を習得）
レクリエーショントレーニング（週に1回程度）　協調性を身につけるトレーニング
・集団活動でのマナーやルールを習得　レクリエーションを通じて対人スキル、コミュニケーション、協調性などの向上を目指す。
地域活動プログラム　グラウンドスポーツ活動　地域散策　避難訓練　防災訓練

支援方針

子供一人一人の特性を理解し自立をサポート。
個別支援と集団支援を組み合わせ地域や社会適応できる力を身につける。
ソーシャルスキルトレーニングを軸に将来的に必要なスキルを習得。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

年に1回の地域を巻き込んだNextdoorフェスティバルの開催。季節の行事（花見　BBQ　夏祭り　海水浴 釣り　運動会　スポーツ大会　ハロウィン　クリスマス　餅つきなど）
子供が企画したイベントを長期休暇には盛り込み主体性を持たせ日頃のSSTの実践の場として提供。

家族支援

定期的な家庭訪問や面談の実施。
・問題や課題を一緒に考え抽出し継続的な支援をおこなっていく。
・情報提供や適切な助言をおこなう。

移行支援

進路や就労に向けた相談や助言をおこなう。
関係機関との連携と情報共有を行いながら情報提供をおこなう。

地域支援・地域連携

こども家庭センター　地域支えあい課　相談支援事業所　学校などとの情報交換
や情報共有をおこなう。こども部会や地域部会への参加。
防災全般

職員の質の向上

月に1回の研修会の実施
月に1回の会議と開催

生活リズム、生活習慣の改善
家庭連携　学校連携を図り支援を充実させる。面談機会を設けて状態の把握に努める。
安心できる自分らしく活動できる居場所を提供。人とのつながりの機会や正しい情報提供。
パーソナルトレーニング　（週に1回程度）　アライメントをもとに個別と集団共におこなう。

パーソナルトレーニング　（週に1回程度）　アライメントをもとに個別と集団共におこなう。
体幹、バランス、コーディネーショントレーニング、アジリティートレーニング、周辺視野、サーキットトレーニングなどおこなう。
グラウンドスポーツ活動　（週に1回程度）　サッカー　ドッジボール　けいどろ　ポートボール　キックベースボール　　パーソナルトレーニングの実践
工作プログラム　　（週に1回程度）自分で考えたものを形にしたり描く。考える力ややり遂げる力を習得する。
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